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【農林水産大臣賞受賞】　西山の棚田振興協議会

【東海農政局長賞受賞】　飛騨産直市そやな



「ディスカバー農山漁村の宝」の概要 「ディスカバー農山漁村の宝」に
東海農政局管内から２地区が全国選定

ビジネス・イノベーション部門

「ディスカバー農山漁村の宝」とは、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実
現のため、農山漁村の有するポテンシャルを引き出すことにより地域の活性化、所得向上に
取り組んでいる優良事例を選定し、全国に発信するものです。
令和７年度は第 12回選定として、６月２日から８月 12日の間公募しました。

令和７年度「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」( 第 12 回選定 ) では、全国から 30地
区が優良事例として「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」に選定され、東海農政局管内か
らは２地区が選定されました。

「東海農政局ディスカバー農山漁村の宝」として
３地区を選定

ロゴマーク

東海農政局では、管内で応募のあった 28事例の中から、全国選定された２地区のほかに、
東海地域独自の特徴のある優れた取り組みとして３地区（２団体および１名）を「東海農政
局ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定しました。団体部門は取り組み内容に応じ「ビジネス・イノベーション部門」と「コミュニティ・地

産地消部門」に分け、個人部門とともに選定された優良事例の中から部門別の「優秀賞」を
選定。さらに、選定された優良事例の中から部門を問わず最も優秀な取り組みを「グランプ
リ」、分野ごとに特徴の際立つ取り組みを「特別賞」として選定。

対象となる取組

選定の流れ

受賞体系（全国選定）

受賞体系（東海農政局選定）

①美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承
②幅広い分野・地域との連携による農林水産業・農山漁村の再生
③国内外の新たな需要に即した農林水産業の実現

グランプリ

ディスカバー農山漁村（むら）の宝

グランプリ、優秀賞、特別賞以外の優良事例地区

「ビジネス・イノベーション部門」、「コミュニティ・地産地消部門」および「個人部門」
別の優良事例を選定。

趣旨

特別賞

優秀賞
ビジネス・イノベーション部門

所得向上や雇用を生み出す取り組み等
コミュニティ・地産地消部門
地域活動による活性化の取り組み等

個人部門
リーダー的な活躍をしている者等

特徴の際立つ取り組みの認知度をさらに向上させるため、選定された地区（者）の中から、特別賞を選定

団体向け

む　　ら

む　　　ら

む　　　ら

む　　　ら
東海農政局ディスカバー農山漁村（むら）の宝選定委員会に

おいて、全国選定以外の東海管内の優良事例を
「東海農政局ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定

「東海農政局ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定証授与式

有識者懇談会において優良事例を30地区程度
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定

全国選定 東海農政局選定

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定証授与式
「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」交流会（都内で開催）

農村をイメージした「稲穂」と漁村をイメージした「海・波」、
農山村をイメージした「山」をモチーフにしたデザイン。
【製作者：濱中 幸子 氏（グラフィックデザイナー）】

募 集

団体向け 個人向け

団体、個人部門別

コミュニティ・地産地消部門

ビジネス・イノベーション部門 株式会社プロジェクト・ラボ
（三重県伊賀市）

コミュニティ・地産地消部門

個人部門 堀部 貴紀
（愛知県春日井市）

ほりべ たかのり

徳川将軍家御膳米生産組合
（岐阜県安八郡輪之内町）

ご ぜ ん ま い

1 2

優秀賞
海女振興協議会
（三重県鳥羽市・志摩市）

あ　ま

「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクト
（三重県多気郡明和町）

し ん と
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青色は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣全国選定地区
赤色は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣東海農政局選定地区

令和７年度「ディスカバー農山漁村の宝」（第12回選定）選定地区
む　　　ら

株式会社
プロジェクト・ラボ
（ビジネス・イノベーション部門）

「神都の祈り」産学官連携
日本酒プロジェクト
（ビジネス・イノベーション部門）

堀部　貴紀
（個人部門）

海女振興協議会
（コミュニティ・地産地消部門）

徳川将軍家御膳米
生産組合
（コミュニティ・地産地消部門）

愛知県

岐阜県

三重県

三重県伊賀市

三重県多気郡明和町

三重県鳥羽市・志摩市

岐阜県安八郡輪之内町

愛知県春日井市

令和７年12月19日に農林水産省講堂において「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定証
授与式が開催されました。東海農政局管内から全国選定の２地区の代表者が参加され、有識者
懇談会委員から選定証を授与されるとともに、有識者懇談会委員および全国選定の各地区の
代表者との交流が行われました。

有識者懇談会のあん委員から選定証を授与海女振興協議会の皆さまと有識者懇談会のあん委員

「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクトの皆さま 有識者懇談会の永島委員から選定証を授与

優秀賞

全国選定 「ディスカバー農山漁村の宝」
選定証授与式を開催

む　　　　ら
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「東海農政局ディスカバー
農山漁村の宝」に選定証を授与

む　　　　　ら

東海農政局は、令和７年度「東海農政局ディスカバー農山漁村（むら）の宝」に選定した３地区に
ついて、令和７年12月に受賞者の現地にてそれぞれ選定証授与式を行いました。
また、授与式の後には、これまでの取り組みや今後の展望について意見交換を行いました。

総理大臣官邸において交流会を開催

令和８年１月20日に官邸において「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」交流会が開催され、
木原内閣官房長官から、「正に農山漁村の活性化のパイオニアとも言える事例が各地で生まれ
ており、政府としても、美しく活力ある農山漁村の実現のため、こうした優れた取り組みを積
極的に発信していく」旨のあいさつがありました。そして参加した全国選定地区の代表者は、
内閣官房長官、農林水産大臣、内閣府特命担当大臣等からの直接の激励を受けました。

海女振興協議会
農林水産大臣、内閣府特命担当大臣および有識者懇談会座長とともに 交流会で内閣官房長官等にご説明

「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクト
農林水産大臣、内閣府特命担当大臣および有識者懇談会座長とともに

交流会で政府関係者にご説明
堀部 貴紀 氏（右）と東海農政局 秋葉局長（左） サボテン温室で説明する堀部 貴紀 氏（右）

徳川将軍家御膳米生産組合 加藤組合長（右）と
東海農政局 福井次長（左）

徳川将軍家御膳米生産組合および取り組みを連携して
推進する（株）ギフライス、輪之内町関係者との意見交換

（株）プロジェクト・ラボ 東山代表取締役（左）と
東海農政局 福井次長（右）

【ビジネス・イノベーション部門】

株式会社プロジェクト・ラボ｜三重県伊賀市｜令和７年12月17日

（株）プロジェクト・ラボで活躍する女性４名の社員
および関係者との意見交換

【個人部門】

堀部 貴紀 氏｜愛知県春日井市｜令和７年12月15日

【コミュニティ・地産地消部門】

徳川将軍家御膳米生産組合｜岐阜県安八郡輪之内町｜令和７年12月16日

全国選定 東海農政局
選定
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選定
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６次産業化 学生・若者の活躍 関係人口の創出

「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクト
しん と

－一滴に、神の恵みと若人の祈りを。神都の地から、未来を醸す物語。－

全国選定 ビジネス・イノベーション部門

全国海女サミット 2024

海女漁

イベント（東京）でPR

学生が自然の恵みに感謝し祈り捧げる祭祀

大人も子どもも楽しめる酒米・日本酒づくり体験

海外の日本酒品評会にて毎年２銘柄とも受賞

活動を紹介するInstagramはこちら▶ 活動を紹介するウェブサイトはこちら▶

●平成27年に未来を担う人材育成と祈りと稲作が
一体となった農文化の継承を目的に産学官連携
の本プロジェクトが発足。
●皇學館大学の学生による「祈りを宿した日本酒
造り」を通じ、稲作・神事・酒造りの三位一体の農
文化を継承し、未来の担い手を育む持続可能な
地域共創・活性化モデルを構築。
●コロナ禍を機に海外の日本酒品評会へ出品。そ
の評価をもとに海外向け販売体制とインバウン
ド受入れ体制を構築。

●これまでに160名以上の学生が参加し、多くが
卒業後も町職員や起業家として残り、プロジェク
ト運営の中核を担っている。
●一般参加者による一年を通じた日本酒造り体験
でファンコミュニティが自律的に拡大し、関係人
口と持続的な経済効果に貢献。
●海外の日本酒品評会で毎年受賞（令和６年の受
賞数８）。

三重県鳥羽市・
志摩市

三重県
多気郡明和町

｜問合せ先｜
鳥羽市農林水産課 水産係
〒517-0011  三重県鳥羽市鳥羽三丁目１－１
志摩市水産農林部 水産課
〒517-0592  三重県志摩市阿児町鵜方3098番地22

https://ama-divers.com/about/サイトURL

｜問合せ先｜
〒515-0321 三重県多気郡明和町斎宮５７９

080-4224-6850
info@shinto-no-inori.jp

TEL
MAIL

概要

成果

●海女の数全国一の鳥羽志摩地域で、関係団体と
連携し、国内外の認定制度を活用して、海女漁
業・海女文化の価値づけに取り組む。
●平成21年度から全国海女サミットを開催し、資
源や漁場の変化など諸課題の情報交換により海
女さんのつながりの場を創出。
●海女さんの漁獲物を加工し「海女もん」としてブ
ランド化。
●「里海を創る海女の会」を設立し、海女さんが直
面する課題の解決に向けた研修会や勉強会を定
期的に開催。

●海女に関連した、国の重要無形民俗文化財、日
本農業遺産、日本遺産の指定・認定を受ける。
●14回目となる令和６年度の全国海女サミットに
は56名の海女さんが参加。海女もんの令和６年
度取扱額は369万円。
●令和６年の能登半島地震で被災した輪島市の海
女さんと、全国海女サミット等で培った交流を基
に支援活動へ発展。

概要

成果

1
水産業 伝統の継承 女性の活躍

海女振興協議会
あ　ま

－海女さんはすごい－

全国選定 コミュニティ・地産地消部門

2 優秀賞
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町内の子どもたちが参加した御田植え祭

地域の米を使った日本酒からジンを製造

ジンの本場イギリスでの品評会で賞獲得

｜問合せ先｜
〒503-0292 岐阜県安八郡輪之内町
四郷2530番地の1（輪之内町役場 農業振興課）

0584-69-3138
nougyou@town.wanouchi.lg.jp

TEL
MAIL

｜問合せ先｜
〒518-1426 三重県伊賀市広瀬 734番地

0595-51-5097
saori_h@project-labo.co.jp

TEL
MAIL

６次産業化 輸出 関係人口の創出

株式会社プロジェクト・ラボ
－「酒じん」で田舎から世界へ！－

東海農政局選定 ビジネス・イノベーション部門

酒じんの原料になるコシヒカリの田植え

活動を紹介するウェブサイトはこちら▶

●地域活性化に向け令和３年に会社を設立し、酒
蔵、地域農家との連携で、田舎の身近な資源を
使った地域オリジナル商品として、米から醸造し
た日本酒を蒸留し作るジン（酒じん）を開発。
●経済的自立を図るため、令和４年にイギリスのコ
ンペ出品で受賞した成果を生かし、国内外の商
談会へ参加して販路を拡大。
●令和６年に（一社）日本・酒じん協会を設立し、企
業との連携や世界に向けた情報発信を強化。
●酒じんによる田舎の活性化の取り組みを拡大す
るため、三重県下および近隣の団体への説明会
等を実施。

●令和６年度の酒じん生産4,600本、売上610万
円、関係地元農家は18件に増加し、企業からの
オリジナル酒じんも受注。
●他の地域でも酒じんプロジェクトの導入検討が
進展。酒じん協会へ加盟する酒蔵も増加。

岐阜県安八郡
輪之内町

三重県
伊賀市

概要

成果

●輪之内町産米「ハツシモ」のブランド確立に向
け、徳川将軍家台所に米を納めてきた史実を基
に、環境に配慮し栽培方法にこだわった米を「徳
川将軍家御膳米」として全国へ発信。
●御田植え祭、収穫祭等での米作り体験や小学校
の授業で地域の米作りの伝統を継承。
●御膳米を使ったポン菓子や町内産黒大豆との炊
き込みご飯の商品化で用途を拡大、学校給食へ
の提供で食育を推進。
●農業体験希望者を受け入れて指導し、定住・移住
を促進。

●良質な地下水の活用、有機物等を活用した土づ
くり、農薬・化学肥料30％以上削減の栽培方法を
守りつつ組合員一丸で生産増に努め、令和６年度
の徳川将軍家御膳米栽培面積は95haに拡大。
●「御膳米黒豆ごはん」が平成29年にグルメ＆ダ
イニングスタイルショーのフード部門で受賞。

概要

成果

3
農業 地産地消 伝統の継承

徳川将軍家御膳米生産組合
－輪中から発信する輪之内町のブランド米－

東海農政局選定 コミュニティ・地産地消部門

4

徳川将軍家御膳米・御膳酒で商談会参加

一般公募による試食会を開催

ご ぜ ん ま い
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あまつすがそ
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たかのり

ゆうき みかわ

ごぜんまい

あんぱちぐんあんぱちちょうりつまき

｜問合せ先｜
〒487-8501 愛知県春日井市松本町 1200
中部大学 応用生物学部 堀部研究室

0568-51-9123
t-horibe@fsc.chubu.ac.jp

TEL
MAIL

外来種サボテンの駆除＆有効活用
（高知県室戸市）

サボテンを活用したカンボジア地雷原復興事業

農業 ６次産業化 環境保全（農林水産業・食品産業）

堀部 貴紀
－サボテンが地域と地球を救う！－

東海農政局選定 個人部門

春日井市とイベント開催＆ブース出展

●サボテン栽培が盛んな春日井市の中部大学で、サボ
テンのCO2吸収能力や食料・飼料への活用可能性を
研究するとともに、令和３年に市、農業者、企業等16
団体が連携したプラットフォームを設立し、会員間の
交流を通じたサボテンの利活用を推進。
●各地で企業等と連携しサボテンを活用した６次産業
化等を推進。
●カンボジア地雷原跡地での食用サボテン栽培プロ
ジェクト等の国際活動に専門家として参画。
●春日井市のイベントでの講演や出展、様々なメディ
ア・著作を通じサボテンの魅力や可能性を発信。

●設立したプラットフォームにより、サボテン活用に向
けた会員間の商談、業務提携、新規プロジェクト立案
が進展。
●多くの人・組織と連携することでサボテンに新たな
価値を創出。令和４年には市が「春日井サボテン振興
アドバイザー」に任命。

愛知県
春日井市

概要

成果

5 ほ り べ た か の り

令和７年度「ディスカバー農山漁村の宝」（第12回選定）東海農政局管内応募一覧
県名

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

岐阜県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

愛知県

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

三重県

市町村名

大垣市

瑞浪市

恵那市

可児市

飛騨市

下呂市

養老町

垂井町

輪之内町

安八町

白川町

豊橋市

春日井市

豊川市

蒲郡市

新城市

田原市

田原市

田原市

鈴鹿市

亀山市

伊賀市

木曽岬町

明和町

明和町

南伊勢町

応募団体／個人名 取り組みのキャッチフレーズ

時まちづくり活動推進実行委員会

NPO法人ポランの広場

株式会社クリエイティブファーマーズ

中電ウイング株式会社 いちごファーム

株式会社みつわ農園

タイミー×下呂市

合同会社ひだか

垂井町食生活改善協議会

徳川将軍家御膳米生産組合

岐阜県安八郡安八町立牧小学校

纐纈 雄貴（三川和紅茶振興協議会会長）

農民藝術創造倶楽部

堀部 貴紀

JA尾張中央モモ栽培サポータークラブ

アグリガスコム株式会社

農事組合法人 三河温室園芸組合

作手校舎農業クラブ生物保全プロジェクト班

ベジエール渥美

小川 浩康（渥美半島とまとランド）

株式会社田原観光情報サービスセンター

玉垣農地・水・環境を守る会

どんこネット川合

海女振興協議会

株式会社プロジェクト・ラボ

有限会社 木曽岬農業センター

天津菅麻プロジェクト

特定非営利活動法人 チーム道行竈

地域の宝を掘り起こし、地域の価値を未来へつなぐ

農を生かした国際交流で地域の活性化！

農村の地域課題を、価値に変える！

日本一働きたい会社

飛騨のみんなと日本一の米作りをし、地域（ふるさと）を守る

輪中から発信する輪之内町のブランド米

「ふるさと牧」

400年続く伝統産業を和紅茶をきっかけに次世代へ繋ぐ

サボテンが地域と地球を救う！

農業×再エネで地域から新しい農業のカタチを！

生物多様性の保全へ～活動のモデル化と発信～

渥美半島のおいしさ届けます！

渥美半島の「宝」のミニトマトで、日本中に感謝の輪を紡ぐ！

「地域の皆さんが主役です」で道の駅運営、さらにその先へ。

地域の良さを再発見、地域の連帯感の醸成

田園景観環境の維持・向上と地域おこし～継続は力なり～

海女さんはすごい

「酒じん」で田舎から世界へ！

花でつなぐ人の輪、働きやすさでつなぐ食糧と未来

明和町の未来を、麻で織りなす

限界集落「道行竈」の存続をかけた日本酒プロジェクト

スポットワークで叶える地方創生
～人手不足解消から関係人口創出へ～
とまらない！ひょうたん快進撃
♪一人じゃないって素敵なことね♪
まず野菜！ 食べて健康！ 生活リズムを正そう　
良く噛んで バランスよく食べよう　

生産者は料理に、料理人は農産物へのリスペクトを持つ
文化を東三河から！

「果実でも野菜でもない、特別な一粒をビールに」
（食用ホオズキビール）

モモ栽培サポータークラブの作業支援による
産地維持・活性化

春日井市・
小牧市

鳥羽市・
志摩市 全国選定

全国選定

東海農政局選定

東海農政局選定

東海農政局選定

「神都の祈り」産学官連携
日本酒プロジェクト

優秀賞

一滴に、神の恵みと若人の祈りを。
神都の地から、未来を醸す物語。

む　　　ら
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｜問合せ先｜
〒487-8501 愛知県春日井市松本町 1200
中部大学 応用生物学部 堀部研究室

0568-51-9123
t-horibe@fsc.chubu.ac.jp

TEL
MAIL

外来種サボテンの駆除＆有効活用
（高知県室戸市）

サボテンを活用したカンボジア地雷原復興事業

農業 ６次産業化 環境保全（農林水産業・食品産業）

堀部 貴紀
－サボテンが地域と地球を救う！－

東海農政局選定 個人部門

春日井市とイベント開催＆ブース出展

●サボテン栽培が盛んな春日井市の中部大学で、サボ
テンのCO2吸収能力や食料・飼料への活用可能性を
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団体が連携したプラットフォームを設立し、会員間の
交流を通じたサボテンの利活用を推進。
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●多くの人・組織と連携することでサボテンに新たな
価値を創出。令和４年には市が「春日井サボテン振興
アドバイザー」に任命。

愛知県
春日井市

概要

成果

5 ほ り べ た か の り

令和７年度「ディスカバー農山漁村の宝」（第12回選定）東海農政局管内応募一覧
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渥美半島の「宝」のミニトマトで、日本中に感謝の輪を紡ぐ！

「地域の皆さんが主役です」で道の駅運営、さらにその先へ。

地域の良さを再発見、地域の連帯感の醸成

田園景観環境の維持・向上と地域おこし～継続は力なり～

海女さんはすごい

「酒じん」で田舎から世界へ！

花でつなぐ人の輪、働きやすさでつなぐ食糧と未来

明和町の未来を、麻で織りなす

限界集落「道行竈」の存続をかけた日本酒プロジェクト

スポットワークで叶える地方創生
～人手不足解消から関係人口創出へ～
とまらない！ひょうたん快進撃
♪一人じゃないって素敵なことね♪
まず野菜！ 食べて健康！ 生活リズムを正そう　
良く噛んで バランスよく食べよう　

生産者は料理に、料理人は農産物へのリスペクトを持つ
文化を東三河から！

「果実でも野菜でもない、特別な一粒をビールに」
（食用ホオズキビール）

モモ栽培サポータークラブの作業支援による
産地維持・活性化

春日井市・
小牧市

鳥羽市・
志摩市 全国選定
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東海農政局選定
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東海農政局選定

「神都の祈り」産学官連携
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一滴に、神の恵みと若人の祈りを。
神都の地から、未来を醸す物語。
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三重県桑名市

○令和２年12月に２社の新聞に受賞掲載。
※令和２年度はコロナ禍のため例年総理官邸で開催されていた選定証授与式及び

交流会が中止となり、その写真によるSNSでの効果的な発信はできなかった。

○桑名もち小麦を使ったミックス粉、冷凍うどん、ビール等の商品開発、古民家利用のアンテナショップ
「MuGicafe」での販売および種まきから収穫までの体験イベントで地元のPR活動に取り組む。
首都圏、海外へもPR活動を展開。
○令和元年度には、もち小麦出荷量が15t
（4年で2.5倍）使用する飲食店が50店（４
年で5倍）に増加。
○地元高校と連携しアンテナショップのメ
ニューを検討するほか、特別支援学校と連
携し麦ストロー作りに取り組む。 MuGicafeでもち小麦

パンケーキを提供
特別支援学校生徒による

麦ストロー作り

MuGicafeで
東海農政局から
選定証を授与

ビジネス部門受賞令和２年度
（第７回）選定

選定年（令和２年）前後の状況

概要

●小麦卸売、地元農家、パン屋による「桑名もち小麦プロジェクト」に加え、県、市、商工会、ＪＡの連携
により「桑名もち小麦協議会」を平成29年に設立し、独特な食感の日本品種もち小麦の普及とブ
ランド化に取り組む。

●地元でのＰＲイベントの他、首都圏・海外（台湾等）へも展開。地元学校との協力や農福連携も実施。

桑名もち小麦協議会
く わ な

桑名もち小麦協議会
岐阜県立岐阜農林高等学校 流通科学科
榎前環境保全会
髙橋 幸照
いがまち山里の幸利活用組合 かじか
特定非営利活動法人 活エネルギーアカデミー
加子母木匠塾
愛知県立安城農林高等学校 エグプロ研修班
スリーシーズ合同会社
三島 真
杉田 雅子
有限会社 牧成舎
安城農林高校エグプロ研修班 with岡崎市
一般社団法人 三重県障がい者就農促進協議会
株式会社アグリトリオ
一般社団法人 押井営農組合
小山 舜二
株式会社恵那川上屋
岡崎市ぬかたブランド協議会
株式会社ココトモファーム
高木 幹夫
九鬼産業株式会社
株式会社山共 forenta事業部
竹内 蘭
株式会社デイリーファーム
株式会社七転八倒
白川町グリーンツーリズム協議会
株式会社つじ農園
株式会社浅井農園
愛知県立南陽高等学校
（授業「農業と生活」＆部活動「Nanyo Company部」）
社会福祉法人朋友
80%山のまちを元気にする協議会
特定非営利活動法人 おかざき農遊会
服部農園有限会社
中電ウイング株式会社いちご事業部
株式会社田原観光情報サービスセンター
株式会社寺田農園代表取締役 寺田 真由美
「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクト
海女振興協議会
株式会社プロジェクト・ラボ
徳川将軍家御膳米生産組合
堀部 貴紀

ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
個人
ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
コミュニティ
コミュニティ
個人
個人
ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
ビジネス
コミュニティ
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
ビジネス・イノベーション
ビジネス・イノベーション

コミュニティ・地産地消

コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
個人

三重県
岐阜県
愛知県
三重県
三重県
岐阜県
岐阜県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
岐阜県
愛知県
三重県
愛知県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
愛知県
愛知県
三重県
岐阜県
岐阜県
愛知県
三重県
岐阜県
三重県
三重県

愛知県

三重県
岐阜県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
岐阜県
三重県
三重県
三重県
岐阜県
愛知県

R2
（第７回）

R3
（第8回）

R4
（第9回）

R5
（第10回）

R6
（第11回）

R7
（第12回）

桑名市
北方町
安城市
多気町
伊賀市
高山市
中津川市
安城市
大府市
郡上市
豊田市
飛騨市
岡崎市
津市
豊橋市
豊田市
新城市
恵那市
岡崎市
犬山市
大府市
四日市市
東白川村
養老町
常滑市
伊賀市
白川町
津市
玉城町

名古屋市

鈴鹿市
八百津町
岡崎市
大口町
可児市
田原市
高山市
明和町

鳥羽市・志摩市
伊賀市
輪之内町
春日井市

「ディスカバー農山漁村の宝」東海農政局管内選定地区一覧（R2（第7回）以降）
む　　　ら

は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣全国選定地区 は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣東海農政局選定地区

グランプリ

グランプリ

特別賞

特別賞

特別賞

特別賞

優秀賞

優秀賞

選定年度 選定地区（団体／個人）名 県名 市町村名 部門

ディスカバー農山漁村の宝 全国選定地区のフォローアップ（優良事例の状況）
む　　　ら

フォローアップの選定事例は、選定から概ね５年後の活動状況調査を実施し、選定後に新たな活動の拡大などがみられた地区の取り組み事例。

選定時までの活動状況

現在の活動状況（５年後）

今後の展開方向

選定直後の状況

○今後は、コロナで途絶えてしまった海外の販路拡大を図るために、韓国にカフェをオープンして、海外
のアンテナショップとして海外のBtoBに繋げていく。

○もち小麦のミックス粉等の販売やカフェでのメニュー提供、収穫祭イベ
ント、JAまつりへの参加およびSNSでの情報発信により、桑名もち小麦
の魅力をPRしている。
〇桑名市のふるさと納税返礼品のほか、学校給食にも採用されている。
〇桑名もち小麦の新たなアンテナショップとなる「ムギノワ」を令和５年に
開業。もち小麦を使ったパンやパスタをカフェで提供し宿泊も受入れ。
〇令和４年より桑名高校文化祭へのワッフル出店やOB企画のうどんにも
「桑名もち小麦」を使ってもらい、現役生へのPRも行っている。
〇令和７年９月に大阪万博の三重県の日に出展し、海外や日本の様々な地
方の方々に「桑名もち小麦」をPRできた。
〇もち小麦の生産量は20tと横ばいではあるが、使用する飲食店が全国
で75店に増加し、広がりを増している。 桑名もち小麦の生産量（ｔ）

桑名宿にオープンした
カフェ＆ステイ「ムギノワ」

現在の状況及び今後の方向

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
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三重県桑名市

○令和２年12月に２社の新聞に受賞掲載。
※令和２年度はコロナ禍のため例年総理官邸で開催されていた選定証授与式及び

交流会が中止となり、その写真によるSNSでの効果的な発信はできなかった。

○桑名もち小麦を使ったミックス粉、冷凍うどん、ビール等の商品開発、古民家利用のアンテナショップ
「MuGicafe」での販売および種まきから収穫までの体験イベントで地元のPR活動に取り組む。
首都圏、海外へもPR活動を展開。
○令和元年度には、もち小麦出荷量が15t
（4年で2.5倍）使用する飲食店が50店（４
年で5倍）に増加。
○地元高校と連携しアンテナショップのメ
ニューを検討するほか、特別支援学校と連
携し麦ストロー作りに取り組む。 MuGicafeでもち小麦

パンケーキを提供
特別支援学校生徒による

麦ストロー作り

MuGicafeで
東海農政局から
選定証を授与

ビジネス部門受賞令和２年度
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選定年（令和２年）前後の状況

概要

●小麦卸売、地元農家、パン屋による「桑名もち小麦プロジェクト」に加え、県、市、商工会、ＪＡの連携
により「桑名もち小麦協議会」を平成29年に設立し、独特な食感の日本品種もち小麦の普及とブ
ランド化に取り組む。

●地元でのＰＲイベントの他、首都圏・海外（台湾等）へも展開。地元学校との協力や農福連携も実施。

桑名もち小麦協議会
く わ な

桑名もち小麦協議会
岐阜県立岐阜農林高等学校 流通科学科
榎前環境保全会
髙橋 幸照
いがまち山里の幸利活用組合 かじか
特定非営利活動法人 活エネルギーアカデミー
加子母木匠塾
愛知県立安城農林高等学校 エグプロ研修班
スリーシーズ合同会社
三島 真
杉田 雅子
有限会社 牧成舎
安城農林高校エグプロ研修班 with岡崎市
一般社団法人 三重県障がい者就農促進協議会
株式会社アグリトリオ
一般社団法人 押井営農組合
小山 舜二
株式会社恵那川上屋
岡崎市ぬかたブランド協議会
株式会社ココトモファーム
高木 幹夫
九鬼産業株式会社
株式会社山共 forenta事業部
竹内 蘭
株式会社デイリーファーム
株式会社七転八倒
白川町グリーンツーリズム協議会
株式会社つじ農園
株式会社浅井農園
愛知県立南陽高等学校
（授業「農業と生活」＆部活動「Nanyo Company部」）
社会福祉法人朋友
80%山のまちを元気にする協議会
特定非営利活動法人 おかざき農遊会
服部農園有限会社
中電ウイング株式会社いちご事業部
株式会社田原観光情報サービスセンター
株式会社寺田農園代表取締役 寺田 真由美
「神都の祈り」産学官連携日本酒プロジェクト
海女振興協議会
株式会社プロジェクト・ラボ
徳川将軍家御膳米生産組合
堀部 貴紀

ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
個人
ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
コミュニティ
コミュニティ
個人
個人
ビジネス
コミュニティ
コミュニティ
ビジネス
コミュニティ
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
ビジネス・イノベーション
ビジネス・イノベーション

コミュニティ・地産地消

コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
コミュニティ・地産地消
個人
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
ビジネス・イノベーション
コミュニティ・地産地消
個人

三重県
岐阜県
愛知県
三重県
三重県
岐阜県
岐阜県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
岐阜県
愛知県
三重県
愛知県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
愛知県
愛知県
三重県
岐阜県
岐阜県
愛知県
三重県
岐阜県
三重県
三重県

愛知県

三重県
岐阜県
愛知県
愛知県
岐阜県
愛知県
岐阜県
三重県
三重県
三重県
岐阜県
愛知県

R2
（第７回）

R3
（第8回）

R4
（第9回）

R5
（第10回）

R6
（第11回）

R7
（第12回）

桑名市
北方町
安城市
多気町
伊賀市
高山市
中津川市
安城市
大府市
郡上市
豊田市
飛騨市
岡崎市
津市
豊橋市
豊田市
新城市
恵那市
岡崎市
犬山市
大府市
四日市市
東白川村
養老町
常滑市
伊賀市
白川町
津市
玉城町

名古屋市

鈴鹿市
八百津町
岡崎市
大口町
可児市
田原市
高山市
明和町

鳥羽市・志摩市
伊賀市
輪之内町
春日井市

「ディスカバー農山漁村の宝」東海農政局管内選定地区一覧（R2（第7回）以降）
む　　　ら

は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣全国選定地区 は、｢ディスカバー農山漁村の宝｣東海農政局選定地区

グランプリ

グランプリ

特別賞

特別賞

特別賞

特別賞

優秀賞

優秀賞
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ディスカバー農山漁村の宝 全国選定地区のフォローアップ（優良事例の状況）
む　　　ら

フォローアップの選定事例は、選定から概ね５年後の活動状況調査を実施し、選定後に新たな活動の拡大などがみられた地区の取り組み事例。
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髙橋 幸照 氏
た か は し ゆ き て る

三重県多気郡多気町

米粉パン「たきぱん」と
夫婦酒「彦左衛門と須賀」

あじさいまつり・
立梅用水ボート下り

立梅用水の歴史を伝える
髙橋氏の紙芝居

加工部門「ゆめ工房」売上

家庭用Wi-Fiを借り
Wi-Fiネットワーク構成

個人部門受賞令和２年度
（第７回）選定

農林水産省ウェブサイト

ディスカバー農山漁村（むら）の宝
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html

豊かなむらづくり全国表彰事業
（農林水産祭：むらづくり部門）
https://www.maff.go.jp/j/nousin/noukei/binosato/b_maturi/index.html

ディスカバー農山漁村（むら）の宝
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/discover/index.html

豊かなむらづくり全国表彰事業
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/index.html

東海農政局ウェブサイト

お問合せ先

東海農政局 農村振興部 農村計画課
〒460-8516 名古屋市中区三の丸 1-2-2　TEL 052-223-4629 （直通）

R2

748

1,296
1,682

2,881

（千円）
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4,000

2,000

1,000
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3,085

R3 R4 R5 R6（年度）

○新聞に10回以上掲載
○情報誌「みえの土地改良」に情報が掲載
○選定後に視察団体が年間60回以上訪問
○選定後、お酒の販売が伸び500本/年以上を販売

○地域の独居老人の増加や農家の高齢化、後継者不足が進む中、福祉活動のための一般社団法人「ふる
さと屋」や、農地の利用集積などを目的とした農事組合法人「元丈の里営農組合」の立ち上げに貢献。
○米粉パン、日本酒などの6次産業化を推進し、イベ
ントなどを企画。あじさいまつりは1日1万人の人出
となるイベントに発展。また特産品や米粉パンおよ
びお酒の売上は年間150万円を超え、地域活性化
に貢献。

選定年（令和２年）前後の状況

概要

●あじさいまつり等のイベント企画、一般社団法人「ふるさと屋」を設立して「農村福祉」、「農村企業
連携」による持続的な地域づくりを推進。

●農地の利用集積等を目的に農事組合法人「元丈の里営農組合」を立ち上げ、米粉パン、日本酒など
の６次産業化を推進。

ディスカバー農山漁村の宝 全国選定地区のフォローアップ（優良事例の状況）
む　　　ら

フォローアップの選定事例は、選定から概ね５年後の活動状況調査を実施し、選定後に新たな活動の拡大などがみられた地区の取り組み事例。

選定時までの活動状況

現在の活動状況（５年後）

今後の展開方向

選定直後の状況

○令和７年度から各家庭のWi-Fiを借りて地域内Wi-Fiネッ
トワークを構成し、広範囲の情報収集によりデジタル農業
をさらに推進。

○現在は、元丈の里営農組合の取り組みに注力。
○元丈の里営農組合を中心に農地を集積・集約し、ブロックローテーションを確立して効率的な営農を継
続するとともに、生産した米を製粉しパンケーキミックス「たきぱん」や「玄米麵」の製造・販売を拡大。
○令和２～４年度にスマート農業実証プロジェクトで獣害対策を目指した監視システムを開発実証。現在
は、農業の生産現場でデジタル技術を
活用し、人手不足を補い生産力を高め
る農業を推進。
○令和５年度に波多瀬地区集落協定を担
い手農家、区と締結。
○令和７年10月に米粉やサツマイモを
使った新たなスイーツを製造・販売する
お店「ゆめこや」を開店。

現在の状況及び今後の方向

米と芋のおやつ&惣菜
専門店「ゆめこや」
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農山漁村の宝
むらのたから

ディスカバー

東海農政局
ディスカバー農山漁村（むら）の宝 
ウェブサイト

https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/discover/index.html

令和７年度東海農政局管内選定事例集

東海農政局
豊かなむらづくり
全国表彰事業ウェブサイト

https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/index.html 令和８年３月令和８年３月

全
国
表
彰
事
業

令
和
７
年
度
東
海
農
政
局
管
内
選
定
事
例
集

【農林水産大臣賞受賞】　西山の棚田振興協議会

【東海農政局長賞受賞】　飛騨産直市そやな
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趣
旨 豊

か
な
む
ら
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
概
要

豊かなむらづくり全国表彰事業概要図

豊かなむらづくり全国表彰事業

　「豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
は
、
農
林
水
産
祭
の
表
彰

行
事
の
一
部
門
と
し
て
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
が
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
モ

デ
ル
と
な
る
優
良
事
例
を
表
彰
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
す

る
も
の
で
す
。
本
事
業
は
、「
む
ら
づ
く
り
」
の
全
国
的
な
展
開
に
つ

な
げ
、
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図

り
、
農
林
漁
業
お
よ
び
農
山
漁
村
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
54
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和
7
年
で
47
回

目
と
な
り
ま
す
。

令和７年度 豊かなむらづくり全国表彰事業 受賞団体（東海ブロック）
受賞名

農林水産大臣賞

東海農政局長賞

西山の棚田振興協議会

飛騨産直市そやな

三重県伊賀市

岐阜県飛騨市

団体名 所在地

推
薦
お
よ
び
審
査

　都
道
府
県
知
事
は
、
各
地
域
に
お
け
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
活
動

か
ら
、
優
良
と
認
め
ら
れ
る
一
事
例
を
当
該
地
方
農
政
局
長
等
に
推

薦
し
ま
す
。
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）
に
お

い
て
は
、
東
海
農
政
局
長
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　東
海
農
政
局
長
は
、
選
賞
審
査
を
行
う
た
め
、
外
部
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
東
海
農
政
局
む
ら
づ
く
り
審
査
会
を
設
置
し
、
各
県
の
推

薦
事
例
に
つ
い
て
書
面
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び
東
海
農
政
局
長
賞
を
選
定
す

る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
定
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

天
皇
杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
の
三

賞
選
賞
審
査
対
象
と
し
て
、
農
林
水
産
祭
中
央
審
査
委
員
会
へ
推
薦

し
ま
す
。

　農
林
水
産
祭
中
央
審
査
委
員
会
は
、
各
地
方
農
政
局
等
か
ら
推
薦

さ
れ
た
事
例
の
中
か
ら
、
書
面
審
査
、
現
地
調
査
等
に
よ
り
、
天
皇

杯
等
三
賞
を
選
定
し
ま
す
。

選
賞
対
象

　選
賞
対
象
と
な
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
主
体
は
、
農
山
漁
村
に
お

け
る
集
落
か
ら
市
町
村
に
至
る
ま
で
の
区
域
を
活
動
範
囲
と
す
る
集

団
ま
た
は
組
織
と
し
ま
す
。

ま
た
、
選
賞
対
象
と
な
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
内
容
は
、
農
林
漁
業

の
振
興
を
核
と
し
、
生
活
、
文
化
等
を
含
む
幅
広
い
地
域
活
動
を
展

開
す
る
総
合
的
な
活
動
と
し
ま
す
。

表
彰
の
内
容

　天
皇
杯
等
三
賞
は
、
勤
労
感
謝
の
日
（
11
月
23
日
）
に
明
治
神
宮

で
開
催
さ
れ
る
「
農
林
水
産
祭
式
典
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び
東
海
農
政
局
長
賞
は
、
東
海
農
政
局
が
11

月
か
ら
12
月
に
開
催
す
る
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
）
表
彰
式
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

沖縄県

沖縄総合事務局

北海道 各都府県

各地方農政局

優良事例推薦調書提出

東海農政局むらづくり審査会
・書面審査　・現地調査
農林水産大臣賞受賞および
東海農政局長賞の選賞審査

審査報告書提出（７月１日）

公益財団法人　日本農林漁業振興会

農 林 水 産 省

農林水産祭中央審査会総会

表　彰

優良事例
推薦調書
提　　出

優良事例
推薦調書
提　　出

農林水産祭中央審査委員会むらづくり分科会
・書面審査　・現地調査

北海道・沖縄県の農林水産大臣賞を審査
農林水産大臣賞受賞事例の中から天皇杯、内閣総理
大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞を選定

農林水産祭式典
11月23日

・天皇杯
・内閣総理大臣賞
・日本農林漁業振興会会長賞

１点
１点
１点

東海ブロック表彰式
11月～12月

・農林水産大臣賞
・東海農政局長賞

1点
2点

表彰式　（各ブロック）

三
賞
等
の
審
査
・
選
賞



12

趣
旨 豊

か
な
む
ら
づ
く
り

全
国
表
彰
事
業
概
要

豊かなむらづくり全国表彰事業概要図

豊かなむらづくり全国表彰事業

　「豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
」
は
、
農
林
水
産
祭
の
表
彰

行
事
の
一
部
門
と
し
て
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
日
本

農
林
漁
業
振
興
会
が
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
モ

デ
ル
と
な
る
優
良
事
例
を
表
彰
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
す

る
も
の
で
す
。
本
事
業
は
、「
む
ら
づ
く
り
」
の
全
国
的
な
展
開
に
つ

な
げ
、
地
域
の
連
帯
感
の
醸
成
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図

り
、
農
林
漁
業
お
よ
び
農
山
漁
村
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
54
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
令
和
7
年
で
47
回

目
と
な
り
ま
す
。

令和７年度 豊かなむらづくり全国表彰事業 受賞団体（東海ブロック）
受賞名

農林水産大臣賞

東海農政局長賞

西山の棚田振興協議会

飛騨産直市そやな

三重県伊賀市

岐阜県飛騨市

団体名 所在地

推
薦
お
よ
び
審
査

　都
道
府
県
知
事
は
、
各
地
域
に
お
け
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
活
動

か
ら
、
優
良
と
認
め
ら
れ
る
一
事
例
を
当
該
地
方
農
政
局
長
等
に
推

薦
し
ま
す
。
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
（
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
）
に
お

い
て
は
、
東
海
農
政
局
長
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　東
海
農
政
局
長
は
、
選
賞
審
査
を
行
う
た
め
、
外
部
有
識
者
で
構

成
さ
れ
る
東
海
農
政
局
む
ら
づ
く
り
審
査
会
を
設
置
し
、
各
県
の
推

薦
事
例
に
つ
い
て
書
面
審
査
、
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び
東
海
農
政
局
長
賞
を
選
定
す

る
と
と
も
に
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
定
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

天
皇
杯
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
の
三

賞
選
賞
審
査
対
象
と
し
て
、
農
林
水
産
祭
中
央
審
査
委
員
会
へ
推
薦

し
ま
す
。

　農
林
水
産
祭
中
央
審
査
委
員
会
は
、
各
地
方
農
政
局
等
か
ら
推
薦

さ
れ
た
事
例
の
中
か
ら
、
書
面
審
査
、
現
地
調
査
等
に
よ
り
、
天
皇

杯
等
三
賞
を
選
定
し
ま
す
。

選
賞
対
象

　選
賞
対
象
と
な
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
主
体
は
、
農
山
漁
村
に
お

け
る
集
落
か
ら
市
町
村
に
至
る
ま
で
の
区
域
を
活
動
範
囲
と
す
る
集

団
ま
た
は
組
織
と
し
ま
す
。

ま
た
、
選
賞
対
象
と
な
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
内
容
は
、
農
林
漁
業

の
振
興
を
核
と
し
、
生
活
、
文
化
等
を
含
む
幅
広
い
地
域
活
動
を
展

開
す
る
総
合
的
な
活
動
と
し
ま
す
。

表
彰
の
内
容

　天
皇
杯
等
三
賞
は
、
勤
労
感
謝
の
日
（
11
月
23
日
）
に
明
治
神
宮

で
開
催
さ
れ
る
「
農
林
水
産
祭
式
典
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
お
よ
び
東
海
農
政
局
長
賞
は
、
東
海
農
政
局
が
11

月
か
ら
12
月
に
開
催
す
る
「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
）
表
彰
式
」
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

沖縄県

沖縄総合事務局

北海道 各都府県

各地方農政局

優良事例推薦調書提出

東海農政局むらづくり審査会
・書面審査　・現地調査
農林水産大臣賞受賞および
東海農政局長賞の選賞審査

審査報告書提出（７月１日）

公益財団法人　日本農林漁業振興会

農 林 水 産 省

農林水産祭中央審査会総会

表　彰

優良事例
推薦調書
提　　出

優良事例
推薦調書
提　　出

農林水産祭中央審査委員会むらづくり分科会
・書面審査　・現地調査

北海道・沖縄県の農林水産大臣賞を審査
農林水産大臣賞受賞事例の中から天皇杯、内閣総理
大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞を選定

農林水産祭式典
11月23日

・天皇杯
・内閣総理大臣賞
・日本農林漁業振興会会長賞

１点
１点
１点

東海ブロック表彰式
11月～12月

・農林水産大臣賞
・東海農政局長賞

1点
2点

表彰式　（各ブロック）

三
賞
等
の
審
査
・
選
賞
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【農林水産大臣賞】

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
表
彰
式
お
よ
び
事
例
発
表
会

東
海
農
政
局
は
、
令
和
７
年
11
月
27
日
、「
令

和
７
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業

（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）表
彰
式
」を
名
古
屋
能
楽
堂（
名

古
屋
市
中
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

秋
葉
局
長
か
ら
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た「
西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会（
三
重
県
伊
賀
市
）」

と
東
海
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
「
飛
騨
産
直
市

そ
や
な
（
岐
阜
県
飛
騨
市
）」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
農
政
局
む
ら
づ
く
り
審
査
会
の
谷

口
会
長
か
ら
、
両
受
賞
団
体
の
取
り
組
み
の
特
徴

や
選
賞
理
由
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
事
例
発
表
会
で

は
、受
賞
団
体
か
ら
「
む
ら
づ
く
り
の
取
り
組
み
」

が
紹
介
さ
れ
た
後
、「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
両
団
体

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
」「
地
域
住
民
の
合
意
形

成
を
進
め
る
上
で
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
」

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

東海農政局むらづくり審査会 谷口会長 選賞報告 東海農政局 秋葉局長 あいさつ

飛騨産直市そやな 店長　　
代表社員

東海農政局　　　 局長　　

YouTube 動画リンク 

https://www.youtube.com/watch?v=zw8bEUoWKSI&t=310s

● 事例発表会

事例発表会

パネルディスカッション https://www.youtube.com/watch?v=AxV2DT-2TPQ

● パネルディスカッション

牧ケ野芳男 氏（右）
溝上　拓郎 氏（左）
秋葉　一彦（中央）

パネルディスカッションの様子

西山の棚田振興協議会 会長　
副会長

東海農政局　　　　　 局長　

重倉　貢　 氏（右）
重倉　成則 氏（左）
秋葉　一彦（中央）

東海農政局むらづくり審査会 会長
谷口　功 氏（椙山女学園大学情報社会学部現代社会学科教授）

コーディネーター

西山の棚田振興協議会 
西山集落協定 代表
重倉　純男 氏

パネラー（左から順に） 西山の棚田振興協議会 
からさわ農園 園主
唐澤　寿江 氏

飛騨産直市そやな 
地場産市場ひだ 代表社員
溝上　拓郎 氏

飛騨産直市そやな 
店長
牧ケ野　芳男 氏

【東海農政局長賞】
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【農林水産大臣賞】

豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業
表
彰
式
お
よ
び
事
例
発
表
会

東
海
農
政
局
は
、
令
和
７
年
11
月
27
日
、「
令

和
７
年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
全
国
表
彰
事
業

（
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）表
彰
式
」を
名
古
屋
能
楽
堂（
名

古
屋
市
中
区
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

秋
葉
局
長
か
ら
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た「
西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会（
三
重
県
伊
賀
市
）」

と
東
海
農
政
局
長
賞
を
受
賞
し
た
「
飛
騨
産
直
市

そ
や
な
（
岐
阜
県
飛
騨
市
）」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
農
政
局
む
ら
づ
く
り
審
査
会
の
谷

口
会
長
か
ら
、
両
受
賞
団
体
の
取
り
組
み
の
特
徴

や
選
賞
理
由
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
事
例
発
表
会
で

は
、受
賞
団
体
か
ら
「
む
ら
づ
く
り
の
取
り
組
み
」

が
紹
介
さ
れ
た
後
、「
地
域
活
性
化
に
向
け
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
両
団
体

の
特
色
あ
る
取
り
組
み
」「
地
域
住
民
の
合
意
形

成
を
進
め
る
上
で
苦
労
し
た
点
や
工
夫
し
た
点
」

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

東海農政局むらづくり審査会 谷口会長 選賞報告 東海農政局 秋葉局長 あいさつ

飛騨産直市そやな 店長　　
代表社員

東海農政局　　　 局長　　

YouTube 動画リンク 

https://www.youtube.com/watch?v=zw8bEUoWKSI&t=310s

● 事例発表会

事例発表会

パネルディスカッション https://www.youtube.com/watch?v=AxV2DT-2TPQ

● パネルディスカッション

牧ケ野芳男 氏（右）
溝上　拓郎 氏（左）
秋葉　一彦（中央）

パネルディスカッションの様子

西山の棚田振興協議会 会長　
副会長

東海農政局　　　　　 局長　

重倉　貢　 氏（右）
重倉　成則 氏（左）
秋葉　一彦（中央）

東海農政局むらづくり審査会 会長
谷口　功 氏（椙山女学園大学情報社会学部現代社会学科教授）

コーディネーター

西山の棚田振興協議会 
西山集落協定 代表
重倉　純男 氏

パネラー（左から順に） 西山の棚田振興協議会 
からさわ農園 園主
唐澤　寿江 氏

飛騨産直市そやな 
地場産市場ひだ 代表社員
溝上　拓郎 氏

飛騨産直市そやな 
店長
牧ケ野　芳男 氏

【東海農政局長賞】
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米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
近
隣
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

年
間
売
買
契
約
を
結
ん
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
約
３
３
０
㎏
を
進

呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
棚
田
米
の
更
な
る
品
質
の

統
一
・
向
上
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
伊
賀
ふ
る
さ
と
と

共
同
で「
稲
作
愛
耕
会
」を
令
和
７
年
４
月
に
設
立

し
、
三
重
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ほ
場
巡
回
、

研
修
会
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。
会
員
に
は
80
歳

代
の
生
産
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
学
び
直
し
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。協

議
会
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

昭
和
28
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
や
復
興
の
記
憶
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

防
災
訓
練
や
講
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

西
山
の
棚
田
を
児
童
へ
の
食
農
教
育
の
場
、
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
場
と
し
て
、
棚
田
学
校
（
田
植

え
や
稲
刈
り
体
験
）
等
を
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ふ
れ
あ
い
朝
市
等
が
開
催
さ
れ
る
広
場
に
多

目
的
公
衆
ト
イ
レ
を
協
議
会
構
成
員
の
西
山
自
治

会
の
予
算
で
整
備
し
、
住
民
や
来
訪
者
に
快
適
な

環
境
を
提
供
し
て
お

り
、
こ
の
ト
イ
レ
を

利
用
し
た
こ
と
が
西

山
集
落
へ
の
移
住
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た

移
住
者
も
い
る
。

次
世
代
・
未
来
に
繋
げ
る
〜
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産「
西
山
の
棚
田
」〜

西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会（
三
重
県
伊
賀
市
）

豊かなむらづくり 全国表彰事業

西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。）
が
活
動
す
る
西
山
集
落
は
、
三
重
県

伊
賀
市
の
市
街
地
に
近
接
し
た
地
域
に
位
置
し
、

約
１
２
０
世
帯
が
住
ん
で
お
り
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
に
選
定
さ
れ
た
西
山
の
棚
田
を
有
し
て
い
る
。

西
山
の
棚
田
は
、
昭
和
28
年
の
豪
雨
で
約
９
割

が
流
出
・
埋
没
し
た
も
の
の
、
住
民
が
団
結
し
て

復
興
さ
せ
、
世
代
を
超
え
て
保
全
さ
れ
て
き
た
。

令
和
２
年
に
棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
指
定

棚
田
地
域
に
位
置
付
け
ら
れ
、
西
山
集
落
が
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
対
象
地
域
に
な
る

と
、同
制
度
に
対
応
す
る
組
織
「
西
山
集
落
協
定
」

を
設
立
し
て
保
全
活
動
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
棚

田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
指
定
棚
田
地
域
振
興
活

動
計
画
の
策
定
に
も
着
手
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
に
は
同
活
動
計
画
の
実
践

組
織
と
し
て
、
西
山
自
治
会
、
西
山
集
落
協
定
お

よ
び
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
て
保
全
活

動
を
行
っ
て
き
た
西
山
ふ
る
さ
と
保
全
会
（
以
下

「
保
全
会
」
と
い
う
。）
等
を
構
成
員
と
し
た
協
議

会
を
設
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
認
定
さ
れ
た
同
活

動
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
、
西
山
集
落

協
定
は
景
観
作
物
の
作
付
に
よ
り
不
作
付
地
を

２・
３
ha
減
少
さ
せ
、
保
全
会
は
荒
廃
農
地
を
２
・

５
ha
復
元
さ
せ
た
。
協
議
会
で
は
、
保
全
会
の
下

部
組
織
の
西
山
草
刈
り
隊
を
担
い
手
確
保
の
た
め

発
展
さ
せ
、
38
名
を
構
成
員
と
し
た
集
落
営
農
組

織「
た
な
だ
維
持・管
理
組
合
」（
以
下「
管
理
組
合
」

と
い
う
。）
を
令
和
６
年
10
月
に
設
立
さ
せ
た
。

な
お
、
平
成
13
年
に
西
山
集
落
に
移
住
・
就
農
し
、

現
在
で
は
７
名
を
雇
用
し
て
い
る
農
業
者
が
協
議

会
の
構
成
員
と
し
て
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
携

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
直
近
10
年
で
移
住
し
た
11

名
の
う
ち
４
名
が
管
理
組
合
に
参
加
す
る
な
ど
、

受
け
入
れ
た
移
住
者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、
棚

田
保
全
活
動
等
で
活
躍
を
し
て
い
る
。

協
議
会
が
定
期
開
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」で

は
、
集
落
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
芋
の
栽
培
か
ら
製

造
・
販
売
ま
で
を
行
う
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
が
人

気
で
、
ス
ー
パ
ー
等
で
は
手
に
入
ら
な
い
山
菜
な

ど
を
目
当
て
に
関
西
方
面
か
ら
来
訪
す
る
利
用
者

も
い
る
。

協
議
会
は
、
西
山
の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た
棚
田

つなぐ棚田遺産「西山の棚田」

背
景

取
り
組
み
内
容

農政局ウェブサイト
地区概要リンク

写真で見る団体の取り組み

福祉協議会へ棚田米を寄付 小学校や企業と連携した棚田学校

移住・就農者とその従業員 たなだ維持・管理組合の作業風景

農政局ウェブサイト
地区概要リンク https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/attach/pdf/index-45.pdf
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米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
近
隣
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

年
間
売
買
契
約
を
結
ん
で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
約
３
３
０
㎏
を
進

呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
棚
田
米
の
更
な
る
品
質
の

統
一
・
向
上
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
伊
賀
ふ
る
さ
と
と

共
同
で「
稲
作
愛
耕
会
」を
令
和
７
年
４
月
に
設
立

し
、
三
重
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ほ
場
巡
回
、

研
修
会
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。
会
員
に
は
80
歳

代
の
生
産
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
学
び
直
し
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。協

議
会
で
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た

昭
和
28
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓
や
復
興
の
記
憶
を

次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、

防
災
訓
練
や
講
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

西
山
の
棚
田
を
児
童
へ
の
食
農
教
育
の
場
、
企
業

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
場
と
し
て
、
棚
田
学
校
（
田
植

え
や
稲
刈
り
体
験
）
等
を
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
ふ
れ
あ
い
朝
市
等
が
開
催
さ
れ
る
広
場
に
多

目
的
公
衆
ト
イ
レ
を
協
議
会
構
成
員
の
西
山
自
治

会
の
予
算
で
整
備
し
、
住
民
や
来
訪
者
に
快
適
な

環
境
を
提
供
し
て
お

り
、
こ
の
ト
イ
レ
を

利
用
し
た
こ
と
が
西

山
集
落
へ
の
移
住
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た

移
住
者
も
い
る
。

次
世
代
・
未
来
に
繋
げ
る
〜
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産「
西
山
の
棚
田
」〜

西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会（
三
重
県
伊
賀
市
）

豊かなむらづくり 全国表彰事業

西
山
の
棚
田
振
興
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。）
が
活
動
す
る
西
山
集
落
は
、
三
重
県

伊
賀
市
の
市
街
地
に
近
接
し
た
地
域
に
位
置
し
、

約
１
２
０
世
帯
が
住
ん
で
お
り
、
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
に
選
定
さ
れ
た
西
山
の
棚
田
を
有
し
て
い
る
。

西
山
の
棚
田
は
、
昭
和
28
年
の
豪
雨
で
約
９
割

が
流
出
・
埋
没
し
た
も
の
の
、
住
民
が
団
結
し
て

復
興
さ
せ
、
世
代
を
超
え
て
保
全
さ
れ
て
き
た
。

令
和
２
年
に
棚
田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
指
定

棚
田
地
域
に
位
置
付
け
ら
れ
、
西
山
集
落
が
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
対
象
地
域
に
な
る

と
、同
制
度
に
対
応
す
る
組
織
「
西
山
集
落
協
定
」

を
設
立
し
て
保
全
活
動
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
棚

田
地
域
振
興
法
に
基
づ
く
指
定
棚
田
地
域
振
興
活

動
計
画
の
策
定
に
も
着
手
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
５
年
に
は
同
活
動
計
画
の
実
践

組
織
と
し
て
、
西
山
自
治
会
、
西
山
集
落
協
定
お

よ
び
多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
活
用
し
て
保
全
活

動
を
行
っ
て
き
た
西
山
ふ
る
さ
と
保
全
会
（
以
下

「
保
全
会
」
と
い
う
。）
等
を
構
成
員
と
し
た
協
議

会
を
設
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
認
定
さ
れ
た
同
活

動
計
画
に
基
づ
き
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
、
西
山
集
落

協
定
は
景
観
作
物
の
作
付
に
よ
り
不
作
付
地
を

２・
３
ha
減
少
さ
せ
、
保
全
会
は
荒
廃
農
地
を
２
・

５
ha
復
元
さ
せ
た
。
協
議
会
で
は
、
保
全
会
の
下

部
組
織
の
西
山
草
刈
り
隊
を
担
い
手
確
保
の
た
め

発
展
さ
せ
、
38
名
を
構
成
員
と
し
た
集
落
営
農
組

織「
た
な
だ
維
持・管
理
組
合
」（
以
下「
管
理
組
合
」

と
い
う
。）
を
令
和
６
年
10
月
に
設
立
さ
せ
た
。

な
お
、
平
成
13
年
に
西
山
集
落
に
移
住
・
就
農
し
、

現
在
で
は
７
名
を
雇
用
し
て
い
る
農
業
者
が
協
議

会
の
構
成
員
と
し
て
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
携

わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
直
近
10
年
で
移
住
し
た
11

名
の
う
ち
４
名
が
管
理
組
合
に
参
加
す
る
な
ど
、

受
け
入
れ
た
移
住
者
が
地
域
に
溶
け
込
ん
で
、
棚

田
保
全
活
動
等
で
活
躍
を
し
て
い
る
。

協
議
会
が
定
期
開
催
す
る「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」で

は
、
集
落
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
芋
の
栽
培
か
ら
製

造
・
販
売
ま
で
を
行
う
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
が
人

気
で
、
ス
ー
パ
ー
等
で
は
手
に
入
ら
な
い
山
菜
な

ど
を
目
当
て
に
関
西
方
面
か
ら
来
訪
す
る
利
用
者

も
い
る
。

協
議
会
は
、
西
山
の
棚
田
で
生
産
さ
れ
た
棚
田

つなぐ棚田遺産「西山の棚田」

背
景

取
り
組
み
内
容

農政局ウェブサイト
地区概要リンク

写真で見る団体の取り組み

福祉協議会へ棚田米を寄付 小学校や企業と連携した棚田学校

移住・就農者とその従業員 たなだ維持・管理組合の作業風景

農政局ウェブサイト
地区概要リンク https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/attach/pdf/index-45.pdf
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加
、
さ
ら
に
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
抑
制
に
寄
与
し

て
い
る
。

地
元
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
会
員
が
生
産
す
る
野

菜
を
安
定
的
に
納
品
す
る
と
と
も
に
、
会
員
が
小

学
校
に
出
向
い
て
出
前
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
小
中
学
生
に
飛
騨
市
産
の
魅
力
を
伝
え
、
地

元
産
へ
の
誇
り
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。そ

や
な
オ
ー
プ
ン
後
、
会
員
は
１
３
５
名
か
ら

１
６
０
名
に
増
加
し
、
売
上
も
旧
直
売
所
と
比
べ

て
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
短
時
間
勤

務
や
シ
フ
ト
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
多
様
な
人
材

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、店
長
（
愛

称
：
ト
マ
ト
店
長
）
と
ス
タ
ッ
フ
の
約
８
割
を
占

め
る
女
性
の
視
点
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
店
舗

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

豊かなむらづくり 全国表彰事業

「
飛
騨
産
直
市
そ
や
な
」（
以
下
「
そ
や
な
」
と

い
う
。）
が
あ
る
飛
騨
市
は
、
岐
阜
県
の
最
北
部

に
位
置
し
、
総
面
積
の
93
％
を
森
林
が
占
め
、
河

川
に
沿
っ
て
集
落
と
農
地
が
点
在
す
る
中
山
間
地

で
、
標
高
は
２
０
０
ｍ
か
ら
９
０
０
ｍ
と
高
低
差

が
極
め
て
大
き
く
、
気
温
も
年
間
を
通
じ
て
寒
暖

差
が
大
き
い
。
こ
う
し
た
地
域
特
性
を
生
か
し
た

多
種
多
様
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

そ
や
な
は
、
そ
の
前
身
と
な
る
朝
開
町
農
産
物

直
売
所
の
施
設
が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
伴
い
移

転
・
建
替
を
行
っ
た
も
の
で
、
地
場
産
市
場
ひ
だ

合
同
会
社
が
管
理
・
運
営
を
し
て
お
り
、
令
和
４

年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
そ
や
な
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
多
種
多
様

な
農
畜
産
物
が
出
荷
さ
れ
る
も
の
の
、
直
売
所
の

運
営
体
制
の
構
築
、
生
産
者
や
加
工
品
製
造
業
者

な
ど
の
出
荷
会
員
（
以
下
「
会
員
」
と
い
う
。）

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
課
題
が
あ
っ
た
た

め
、
食
品
流
通
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
精
通
し
た

人
材
を
店
長
と
し
て
新
た
に
迎
え
、
運
営
者
と
会

員
が
共
有
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
飛
騨
い
ち
舞
台

〜
す
べ
て
の
生
産
者
が
主
人
公
〜
」
を
掲
げ
た
。

会
員
の
こ
だ
わ
り
や
商
品
の
特
徴
、
入
荷
情
報

な
ど
を
い
ち
早
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、会
員
の
思
い
を
消
費
者
に
直
接
届
け
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
飲
食
店
・
ホ
テ
ル

と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
を
生
産
・
出
荷
し
て
い
る

会
員
と
ベ
ー
カ
リ
ー
が
コ
ラ
ボ
し
た
ほ
う
れ
ん
草

入
り
の
あ
ん
ぱ
ん
な
ど
の
新
商
品
が
異
業
種
間
の

協
働
に
よ
り
誕
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
店
舗
内

で
会
員
と
消
費
者
が
参
加
し
て
行
う
体
験
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
会
員
が
自
ら
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
を
直
接

聞
く
機
会
な
ど
も
設
け
、
双
方
向
の
交
流
を
実
現

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
や

な
の
魅
力
を
高
め
、
集
客
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
会
員
の
生
産
意
欲
や
所
得
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
る
。

そ
や
な
で
は
、
出
荷
量
が
少
量
、
不
安
定
な
農

産
物
等
で
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
会
員
が
新
し
い
作
物
の

栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
新
規
会
員
や
新
規
就
農
者
の
増

写真で見る団体の取り組み

ほうれん草生産者とベーカリーのコラボ商品 各種イベントの開催・SNSを活用した PR

そやなのトマト店長

小学生の職場体験で飛騨の食について説明

そやなの外観

背
景

取
り
組
み
内
容

飛
騨
の
地
域
農
業
と
生
産
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
〜
生
産
者
が
輝
く
舞
台
を
創
る
〜

飛
騨
産
直
市
そ
や
な（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

農政局ウェブサイト
地区概要リンク

農政局ウェブサイト
地区概要リンク https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/attach/pdf/index-43.pdf

東
海
農
政
局
長
賞

岐阜県
飛騨市
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加
、
さ
ら
に
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
抑
制
に
寄
与
し

て
い
る
。

地
元
の
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
会
員
が
生
産
す
る
野

菜
を
安
定
的
に
納
品
す
る
と
と
も
に
、
会
員
が
小

学
校
に
出
向
い
て
出
前
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
小
中
学
生
に
飛
騨
市
産
の
魅
力
を
伝
え
、
地

元
産
へ
の
誇
り
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。そ

や
な
オ
ー
プ
ン
後
、
会
員
は
１
３
５
名
か
ら

１
６
０
名
に
増
加
し
、
売
上
も
旧
直
売
所
と
比
べ

て
約
３
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
短
時
間
勤

務
や
シ
フ
ト
制
を
導
入
す
る
こ
と
で
多
様
な
人
材

が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
お
り
、店
長
（
愛

称
：
ト
マ
ト
店
長
）
と
ス
タ
ッ
フ
の
約
８
割
を
占

め
る
女
性
の
視
点
と
ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
店
舗

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

豊かなむらづくり 全国表彰事業

「
飛
騨
産
直
市
そ
や
な
」（
以
下
「
そ
や
な
」
と

い
う
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が
あ
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飛
騨
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は
、
岐
阜
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、
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落
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農
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す
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で
、
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２
０
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か
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９
０
０
ｍ
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極
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き
く
、
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。
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。

そ
や
な
は
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そ
の
前
身
と
な
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直
売
所
の
施
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。
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荷
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や
加
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荷
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（
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に
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た
た
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、
食
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や
マ
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ケ
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ィ
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に
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を
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と
し
て
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た
に
迎
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者
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共
有
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「
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台
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の
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者
が
主
人
公
〜
」
を
掲
げ
た
。

会
員
の
こ
だ
わ
り
や
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特
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、
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Ｎ
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で
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こ
と
に
よ
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思
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を
消
費
者
に
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る
。
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イ
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の
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ホ
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と
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ラ
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商
品
の
開
発
に
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取
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で
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、
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誕
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る
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内

で
会
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と
消
費
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参
加
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行
う
体
験
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
会
員
が
自
ら
の
商
品
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
、
消
費
者
の
意
見
や
要
望
を
直
接

聞
く
機
会
な
ど
も
設
け
、
双
方
向
の
交
流
を
実
現

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
や

な
の
魅
力
を
高
め
、
集
客
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

で
、
会
員
の
生
産
意
欲
や
所
得
の
向
上
に
寄
与
し

て
い
る
。

そ
や
な
で
は
、
出
荷
量
が
少
量
、
不
安
定
な
農

産
物
等
で
も
消
費
者
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
て
積
極

的
に
受
け
入
れ
て
お
り
、
会
員
が
新
し
い
作
物
の

栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
新
規
会
員
や
新
規
就
農
者
の
増

写真で見る団体の取り組み

ほうれん草生産者とベーカリーのコラボ商品 各種イベントの開催・SNSを活用した PR

そやなのトマト店長

小学生の職場体験で飛騨の食について説明

そやなの外観
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景
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台
を
創
る
〜

飛
騨
産
直
市
そ
や
な（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

農政局ウェブサイト
地区概要リンク

農政局ウェブサイト
地区概要リンク https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/mura/attach/pdf/index-43.pdf
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岐阜県天然記念物「一本杉」の
ライトアップ

戸隠神社の祈願米

農地面積、担い手集積面積、鳥獣被害額の推移

丸枠内は人気のある落ちそうで落ちない
「重ね岩」のイラスト

戸隠神社の絵馬

豊かなむらづくり 全国表彰事業

宮
地
集
落
は
、
岐
阜
県
郡
上
市
和
良
町
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
農
業
集
落
で
す
。
集
落
ぐ
る
み
で
の
鳥
獣
害
対
策
、

雑
草
対
策
の
効
果
的
な
資
材
器
具
開
発
実
証
の
取
り
組
み
や
、
景
観
整
備
活
動
等
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
26
年
度

の
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い
て
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
、
受
賞
後

10
年
を
経
過
し
た
宮
地
集
落
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

三
賞
受
賞
地
区
の
現
在

住民総出で田畑の畦塗りに防草シート「幸作・夢シート」を設置

む
ら
づ
く
り
の
経
緯

開発・実証してきた猪鹿無猿柵の一例

20

担い手
集積面積

（集積率51％）

担い手
集積面積

（集積率80％）

鳥獣被害額
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0

5

10

15

20

25

農
地
面
積
（
ha
）

鳥
獣
被
害
額
（
万
円
）

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

H25 R5

宮
地
集
落
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
鳥
獣
害
の

増
加
に
よ
り
農
地
が
荒
廃
し
て
集
落
へ
の
愛
着
が
失
わ

れ
、
住
民
の
誇
り
で
あ
る
戸
隠
神
社
の
祭
礼
が
実
施
で
き

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
か
ら
、
平
成
８
年

に
集
落
を
あ
げ
て
の
む
ら
づ
く
り
活
動
を
開
始
。
平
成
12

年
か
ら
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
集
落
協
定

締
結
を
き
っ
か
け
に
、
鳥
獣
害
対
策
、
雑
草
対
策
の
効
果

的
な
資
材
器
具
の
開
発
実
証
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
19
年

か
ら
は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
（
現
在
、
多

面
的
機
能
支
払
制
度
）
で
芝
桜
ロ
ー
ド
等
の
景
観
整
備
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

多
発
す
る
鳥
獣
害
を
防
止
す
る
た
め
、
十
数
年
に
及
ぶ

試
行
錯
誤
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
平
成
22
年
に
鳥
獣
侵
入

防
止
柵
「
猪
鹿
無
猿
柵
（
い
の
し
か
む
え
ん
さ
く
）」、
25

年
に
は
こ
れ
に
改
良
を
加
え
た
「
猪
鹿
鳥
無
猿
柵
（
い
の

し
か
ち
ょ
う
む
え
ん
さ
く
）」
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
う

え
で
、
猟
師
が
着
用
す
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
「
絆
ベ

ス
ト
」
を
着
て
、花
火
発
射
器
具
の
「
退
散
鳥
獣
（
銃
）（
た

い
さ
ん
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
）」
で
追
い
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
集
落
に
お
け

る
鳥
獣
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
水
田
維
持
管
理
の
課
題
と
な
る
除
草
作
業
の
畦
塗

り
作
業
を
省
力
化
す
る
た
め
、
従
来
は
黒
色
の
防
草
ネ
ッ

ト
・
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
た
が
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と
協

力
し
て
景
観
に
馴
染
む
緑
色
に
改
良
し
た「
幸
作
ネ
ッ
ト
」

「
幸
作
・
夢
シ
ー
ト
」
を
住
民
全
員
で
、
農
道
や
水
路
の

法
面
、
水
田
の
畦
畔
に
設
置
し
て
い
る
。

集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
害
・
耕
作
放
棄
地
対
策
に
よ
っ
て
、

担
い
手
が
安
心
し
て
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

が
整
っ
た
た
め
、
集
落
の
農
地
面
積
は
20 

ha
を
維
持
し
、

担
い
手
の
集
積
率
は
受
賞
時
の
51
％
か
ら
80
％
へ
と
大
幅

に
増
加
し
た
。

平
成
22
年
か
ら
観
光
資
源
と
し
て
整
備
を
続
け
て
い
る

奥
美
濃
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
神
の
居
ま
す
風
景
遺
産
・
戸

隠
神
社
」
や
岐
阜
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
戸

隠
神
社
の
一
本
杉
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ど
真
ん
中
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
開
催
。
受
賞
後
に
集
落

と
下
呂
市
に
つ
な
が
る
ト
ン
ネ
ン
ル
が
開
通
し
、
戸
隠
神

社
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
、
訪

問
客
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
御
朱
印
、
絵
馬
、

祈
願
米
等
の
授
与
品
の
販
売
収
益
が
増
え
、
鳥
居
の
改
修

が
実
現
し
、
ツ
ア
ー
バ
ス
の
受
入
れ
も
始
ま
っ
て
い
る
。

※

三
賞
と
は
、農
林
水
産
省
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
け
る

　
天
皇
杯
、内
閣
総
理
大
臣
賞
、日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
　

猪鹿無猿柵設計【基本構造 イノシシ、シカ対策】 猪鹿無猿柵の改良版②（シカ侵入防止を強化）

宮
地
集
落（
岐
阜
県
郡
上
市
）

2.7mバージョンFRP支柱
2.7m

直管支柱
1.4m

地下40cm
打ち込み

針金固定

FRP支柱 3m間隔
直管パイプ支柱 1m間隔

1m

エスター線（鹿対策）
15cm間隔 9段張り

ワイヤーメッシュ
高さ1m×22m

平
成
26
年
度

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞

岐阜県
郡上市

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

「
神
の
居
ま
す
風
景
遺
産
・
戸
隠
神
社
」

鳥
獣
害
対
策
、
除
草
作
業
の
省
力
化
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丸枠内は人気のある落ちそうで落ちない
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戸隠神社の絵馬

豊かなむらづくり 全国表彰事業

宮
地
集
落
は
、
岐
阜
県
郡
上
市
和
良
町
の
中
山
間
地
域
に
あ
る
農
業
集
落
で
す
。
集
落
ぐ
る
み
で
の
鳥
獣
害
対
策
、

雑
草
対
策
の
効
果
的
な
資
材
器
具
開
発
実
証
の
取
り
組
み
や
、
景
観
整
備
活
動
等
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
26
年
度

の
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い
て
、
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
回
、
受
賞
後

10
年
を
経
過
し
た
宮
地
集
落
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

三
賞
受
賞
地
区
の
現
在

住民総出で田畑の畦塗りに防草シート「幸作・夢シート」を設置

む
ら
づ
く
り
の
経
緯

開発・実証してきた猪鹿無猿柵の一例

20

担い手
集積面積

（集積率51％）

担い手
集積面積

（集積率80％）

鳥獣被害額

20

0

5
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20

25

農
地
面
積
（
ha
）

鳥
獣
被
害
額
（
万
円
）

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

H25 R5

宮
地
集
落
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
や
鳥
獣
害
の

増
加
に
よ
り
農
地
が
荒
廃
し
て
集
落
へ
の
愛
着
が
失
わ

れ
、
住
民
の
誇
り
で
あ
る
戸
隠
神
社
の
祭
礼
が
実
施
で
き

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
か
ら
、
平
成
８
年

に
集
落
を
あ
げ
て
の
む
ら
づ
く
り
活
動
を
開
始
。
平
成
12

年
か
ら
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
集
落
協
定

締
結
を
き
っ
か
け
に
、
鳥
獣
害
対
策
、
雑
草
対
策
の
効
果

的
な
資
材
器
具
の
開
発
実
証
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
19
年

か
ら
は
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
（
現
在
、
多

面
的
機
能
支
払
制
度
）
で
芝
桜
ロ
ー
ド
等
の
景
観
整
備
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

多
発
す
る
鳥
獣
害
を
防
止
す
る
た
め
、
十
数
年
に
及
ぶ

試
行
錯
誤
と
創
意
工
夫
に
よ
り
、
平
成
22
年
に
鳥
獣
侵
入

防
止
柵
「
猪
鹿
無
猿
柵
（
い
の
し
か
む
え
ん
さ
く
）」、
25

年
に
は
こ
れ
に
改
良
を
加
え
た
「
猪
鹿
鳥
無
猿
柵
（
い
の

し
か
ち
ょ
う
む
え
ん
さ
く
）」
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
う

え
で
、
猟
師
が
着
用
す
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
ベ
ス
ト
「
絆
ベ

ス
ト
」
を
着
て
、花
火
発
射
器
具
の
「
退
散
鳥
獣
（
銃
）（
た

い
さ
ん
ち
ょ
う
じ
ゅ
う
）」
で
追
い
払
い
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
集
落
に
お
け

る
鳥
獣
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
水
田
維
持
管
理
の
課
題
と
な
る
除
草
作
業
の
畦
塗

り
作
業
を
省
力
化
す
る
た
め
、
従
来
は
黒
色
の
防
草
ネ
ッ

ト
・
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
た
が
、
製
造
メ
ー
カ
ー
と
協

力
し
て
景
観
に
馴
染
む
緑
色
に
改
良
し
た「
幸
作
ネ
ッ
ト
」

「
幸
作
・
夢
シ
ー
ト
」
を
住
民
全
員
で
、
農
道
や
水
路
の

法
面
、
水
田
の
畦
畔
に
設
置
し
て
い
る
。

集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
害
・
耕
作
放
棄
地
対
策
に
よ
っ
て
、

担
い
手
が
安
心
し
て
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
条
件

が
整
っ
た
た
め
、
集
落
の
農
地
面
積
は
20 

ha
を
維
持
し
、

担
い
手
の
集
積
率
は
受
賞
時
の
51
％
か
ら
80
％
へ
と
大
幅

に
増
加
し
た
。

平
成
22
年
か
ら
観
光
資
源
と
し
て
整
備
を
続
け
て
い
る

奥
美
濃
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
「
神
の
居
ま
す
風
景
遺
産
・
戸

隠
神
社
」
や
岐
阜
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
戸

隠
神
社
の
一
本
杉
な
ど
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
ど
真
ん
中
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
を
開
催
。
受
賞
後
に
集
落

と
下
呂
市
に
つ
な
が
る
ト
ン
ネ
ン
ル
が
開
通
し
、
戸
隠
神

社
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
追
い
風
と
な
り
、
訪

問
客
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
御
朱
印
、
絵
馬
、

祈
願
米
等
の
授
与
品
の
販
売
収
益
が
増
え
、
鳥
居
の
改
修

が
実
現
し
、
ツ
ア
ー
バ
ス
の
受
入
れ
も
始
ま
っ
て
い
る
。

※

三
賞
と
は
、農
林
水
産
省
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
け
る

　
天
皇
杯
、内
閣
総
理
大
臣
賞
、日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞
　

猪鹿無猿柵設計【基本構造 イノシシ、シカ対策】 猪鹿無猿柵の改良版②（シカ侵入防止を強化）

宮
地
集
落（
岐
阜
県
郡
上
市
）

2.7mバージョンFRP支柱
2.7m

直管支柱
1.4m

地下40cm
打ち込み

針金固定

FRP支柱 3m間隔
直管パイプ支柱 1m間隔

1m

エスター線（鹿対策）
15cm間隔 9段張り

ワイヤーメッシュ
高さ1m×22m

平
成
26
年
度

日
本
農
林
漁
業
振
興
会
会
長
賞

岐阜県
郡上市

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

「
神
の
居
ま
す
風
景
遺
産
・
戸
隠
神
社
」

鳥
獣
害
対
策
、
除
草
作
業
の
省
力
化
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図
番号

※　三賞とは、農林水産祭むらづくり部門における、天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞
※※（　　）内は受賞当時の市町村名

豊かなむらづくり全国表彰事業
年度別受賞団体一覧

東海ブロック

農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名（※※）］ 図

番号 団体名［市町村名（※※）］

東海農政局長賞

高鷲村総合営農協議会
［ 岐阜県郡上市（高鷲村）］

年度

昭
和
54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平
成
元

2

3

4

1
赤羽根町新しい村づくり
推進協議会
［ 愛知県田原市（赤羽根町）］

1 農事組合法人見入温室組合
［ 三重県木曽岬町（木曽岬村）］ 1

2 2 2

3 33

44 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

10 10 10

11 11 11

12 12 12

13 13 13

14 14

高棚町内会
［ 愛知県安城市 ］

大野町川合地区むらづくり
計画推進協議会
［ 岐阜県大野町 ］

大内山酪農農業協同組合
［ 三重県大紀町（大内山村）］

菰野町生産組合長会
［ 三重県菰野町 ］

大明神集落むらづくり
推進会議
［ 岐阜県東白川村 ］

中宇利区
［ 愛知県新城市 ］

野田区
［ 愛知県田原市（田原町）］

内閣総理大臣賞

団体名［市町村名（※※）］
三賞名※

内閣総理大臣賞

内閣総理大臣賞

大木区
［ 愛知県豊川市（一宮町）］

天皇杯

黒内集落
［ 岐阜県飛騨市（古川町）］

家所集落
［ 三重県津市（美里村）］

稲超ユートピア計画
推進協議会
［ 岐阜県飛騨市（河合村）］

管沼区
［ 愛知県新城市（作手村）］

宮川農業協同組合
［ 三重県大台町（宮川村）］

吉田まちづくり協議会
［ 愛知県大府市 ］

五桂池ふるさと村
［ 三重県多気町 ］

15区村づくり推進会
［ 岐阜県中津川市 ］

成基地区むらづくり
推進協議会
［ 三重県志摩市（磯部町）］

菅田3区むらづくり推進会
［ 岐阜県下呂市（金山町）］

御内蔵連区
［ 愛知県豊田市（足助町）］

脇野自治会
［ 岐阜県海津市（平田町）］

広瀬町地区
［ 三重県鈴鹿市 ］

9

9

9

あゆみの会
［ 岐阜県高山市（清見村）］ 玉野区

［ 愛知県春日井市 ］二木島地区
［ 三重県熊野市 ］

新しい村づくり推進協議会
［ 岐阜県下呂市（馬瀬村）］

広美町自治区
［ 愛知県豊田市 ］

真泥区
［ 三重県伊賀市（大山田村）］

坂宇場区
［ 愛知県豊根村 ］

瓜巣むらづくり推進協議会
［ 岐阜県高山市（国府町）］

長深自治会
［ 三重県東員町 ］

時山地区
［ 岐阜県大垣市（上石津町）］

敷島地区コミュティー
推進協議会
［ 愛知県豊田市（旭町）］

川東区
［ 三重県伊賀市（伊賀町）］

福釜町内会
［ 愛知県安城市 ］

石徹白地区
［ 岐阜県郡上市（白鳥町）］

ふるさとの家月出の里
［ 三重県松阪市（飯高町）］

小郷区
［ 岐阜県中津川市（加子母村）］

黄柳野コミュニティ
推進委員会
［ 愛知県新城市（鳳来町）］

農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名（※※）］ 図

番号
図
番号団体名［市町村名（※※）］

東海農政局長賞

乙方村づくり推進委員会
［ 愛知県南知多町 ］

年度

5

6

7

8

9

10

11

15

の～まんばざ～る荷互奈
［ 愛知県新城市（鳳来町）］

郡府地区
［ 岐阜県本巣市（糸貫町）］

方須コンニチワ集会
［ 岐阜県郡上市（和良村）］ 15

16 16 16

17 1717

1818 18

19 19 19

20 20

21 21 21

青蓮寺湖ぶどう組合
［ 三重県名張市 ］

親田むらづくり推進委員会
［ 岐阜県東白川村 ］

安楽寺農用地利用組合
［ 愛知県犬山市 ］

寒水区
［ 岐阜県郡上市（明宝村）］

口明方中央新しいむらづくり
推進協議会
［ 岐阜県郡上市（八幡町）］

ザ・Ｓｗｉ－ｇｏ塾
［ 三重県桑名市（長島町）］

草木まちづくり委員会
［ 愛知県阿久比町 ］

内閣総理大臣賞

丸山千枚田保存会
［ 三重県熊野市（紀和町）］

智積町農家組合
［ 三重県四日市市 ］

勢和村ふるさと水と土
保全対策協議会
［ 三重県多気町（勢和村）］

F・10 川合づくり委員会
［ 岐阜県郡上市（八幡町）］

田峯区
［ 愛知県設楽町 ］

美山町乾地区
［ 岐阜県山県市（美山町）］

きららの里
（宮妻町快適農村推進会）
［ 三重県四日市市 ］

江島区
［ 愛知県豊川市（一宮町）］

12 22 22 22明川区
［ 愛知県豊田市（足助町）］

伊自良村平井地区
［ 岐阜県山県市（伊自良村）］

羽根村づくり実行組合
［ 三重県伊賀市（上野市）］

13 23 23 23松平地区まちづくり協議会
［ 愛知県豊田市］

株式会社サンシャイン春日
［ 岐阜県揖斐川町（春日村）］

ロマンの里・切原21
活性化委員会
［ 三重県南伊勢町（南勢町）］

14 24 24 24山岡のおばあちゃん市
［ 岐阜県恵那市（山岡町）］

豊川市市田農事組合
［ 愛知県豊川市 ］

藤原町古田区
［ 三重県いなべ市（藤原町）］

15 25 25 25小川区
［ 岐阜県郡上市（明宝村）］

ネットワークいなば
［ 愛知県愛西市（佐屋町）］

山村施設管理組合
［ 三重県御浜町 ］

16 26 26 26うきさとむら運営協議会
［ 三重県松阪市 ］

馬瀬村農事改良組合長会議
［ 岐阜県下呂市 ］

SWRしんしろ
［ 愛知県新城市 ］

17 27 27 27桂区
［ 岐阜県揖斐川町 ］

岡崎駒立ぶどう狩り組合
［ 愛知県岡崎市 ］

種生区活性化計画
推進委員会
［ 三重県伊賀市 ］

18 28 28 28美佐野地区
［ 岐阜県御嵩町 ］

連谷校区
［ 愛知県新城市 ］

五ヶ所湾きらり
ふれあいの会
［ 三重県南伊勢町 ］

19 29 29 29
有限会社
玉城アクトファーム
［ 三重県玉城町 ］

有限会社廿原ええのお
［ 岐阜県多治見市 ］

知多市佐布里区
［ 愛知県知多市 ］

20 30 30 30美里フラワービレッジ
［ 三重県津市 ］

滝町棚田保存会
［ 岐阜県高山市 ］

一宮市女性農業者会議
九日市場グループ
［ 愛知県一宮市 ］

21 31 31 31かみのほゆず生産組合
［ 岐阜県関市 ］

豊田市羽布集落
［ 愛知県豊田市 ］

ＮＰＯ法人天満浦百人会
［ 三重県尾鷲市 ］

団体名［市町村名（※※）］
三賞名※
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図
番号

※　三賞とは、農林水産祭むらづくり部門における、天皇杯、内閣総理大臣賞、日本農林漁業振興会会長賞
※※（　　）内は受賞当時の市町村名

豊かなむらづくり全国表彰事業
年度別受賞団体一覧

東海ブロック

農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名（※※）］ 図

番号 団体名［市町村名（※※）］

東海農政局長賞

高鷲村総合営農協議会
［ 岐阜県郡上市（高鷲村）］

年度

昭
和
54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

平
成
元

2

3

4

1
赤羽根町新しい村づくり
推進協議会
［ 愛知県田原市（赤羽根町）］

1 農事組合法人見入温室組合
［ 三重県木曽岬町（木曽岬村）］ 1

2 2 2

3 33

44 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

10 10 10

11 11 11

12 12 12

13 13 13

14 14

高棚町内会
［ 愛知県安城市 ］

大野町川合地区むらづくり
計画推進協議会
［ 岐阜県大野町 ］

大内山酪農農業協同組合
［ 三重県大紀町（大内山村）］

菰野町生産組合長会
［ 三重県菰野町 ］

大明神集落むらづくり
推進会議
［ 岐阜県東白川村 ］

中宇利区
［ 愛知県新城市 ］

野田区
［ 愛知県田原市（田原町）］

内閣総理大臣賞

団体名［市町村名（※※）］
三賞名※

内閣総理大臣賞

内閣総理大臣賞

大木区
［ 愛知県豊川市（一宮町）］

天皇杯

黒内集落
［ 岐阜県飛騨市（古川町）］

家所集落
［ 三重県津市（美里村）］

稲超ユートピア計画
推進協議会
［ 岐阜県飛騨市（河合村）］

管沼区
［ 愛知県新城市（作手村）］

宮川農業協同組合
［ 三重県大台町（宮川村）］

吉田まちづくり協議会
［ 愛知県大府市 ］

五桂池ふるさと村
［ 三重県多気町 ］

15区村づくり推進会
［ 岐阜県中津川市 ］

成基地区むらづくり
推進協議会
［ 三重県志摩市（磯部町）］

菅田3区むらづくり推進会
［ 岐阜県下呂市（金山町）］

御内蔵連区
［ 愛知県豊田市（足助町）］

脇野自治会
［ 岐阜県海津市（平田町）］

広瀬町地区
［ 三重県鈴鹿市 ］

9

9

9

あゆみの会
［ 岐阜県高山市（清見村）］ 玉野区

［ 愛知県春日井市 ］二木島地区
［ 三重県熊野市 ］

新しい村づくり推進協議会
［ 岐阜県下呂市（馬瀬村）］

広美町自治区
［ 愛知県豊田市 ］

真泥区
［ 三重県伊賀市（大山田村）］

坂宇場区
［ 愛知県豊根村 ］

瓜巣むらづくり推進協議会
［ 岐阜県高山市（国府町）］

長深自治会
［ 三重県東員町 ］

時山地区
［ 岐阜県大垣市（上石津町）］

敷島地区コミュティー
推進協議会
［ 愛知県豊田市（旭町）］

川東区
［ 三重県伊賀市（伊賀町）］

福釜町内会
［ 愛知県安城市 ］

石徹白地区
［ 岐阜県郡上市（白鳥町）］

ふるさとの家月出の里
［ 三重県松阪市（飯高町）］

小郷区
［ 岐阜県中津川市（加子母村）］

黄柳野コミュニティ
推進委員会
［ 愛知県新城市（鳳来町）］

農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名（※※）］ 図

番号
図
番号団体名［市町村名（※※）］

東海農政局長賞

乙方村づくり推進委員会
［ 愛知県南知多町 ］

年度

5

6

7

8

9

10

11

15

の～まんばざ～る荷互奈
［ 愛知県新城市（鳳来町）］

郡府地区
［ 岐阜県本巣市（糸貫町）］

方須コンニチワ集会
［ 岐阜県郡上市（和良村）］ 15

16 16 16

17 1717

1818 18

19 19 19

20 20

21 21 21

青蓮寺湖ぶどう組合
［ 三重県名張市 ］

親田むらづくり推進委員会
［ 岐阜県東白川村 ］

安楽寺農用地利用組合
［ 愛知県犬山市 ］

寒水区
［ 岐阜県郡上市（明宝村）］

口明方中央新しいむらづくり
推進協議会
［ 岐阜県郡上市（八幡町）］

ザ・Ｓｗｉ－ｇｏ塾
［ 三重県桑名市（長島町）］

草木まちづくり委員会
［ 愛知県阿久比町 ］

内閣総理大臣賞

丸山千枚田保存会
［ 三重県熊野市（紀和町）］

智積町農家組合
［ 三重県四日市市 ］

勢和村ふるさと水と土
保全対策協議会
［ 三重県多気町（勢和村）］

F・10 川合づくり委員会
［ 岐阜県郡上市（八幡町）］

田峯区
［ 愛知県設楽町 ］

美山町乾地区
［ 岐阜県山県市（美山町）］

きららの里
（宮妻町快適農村推進会）
［ 三重県四日市市 ］

江島区
［ 愛知県豊川市（一宮町）］

12 22 22 22明川区
［ 愛知県豊田市（足助町）］

伊自良村平井地区
［ 岐阜県山県市（伊自良村）］

羽根村づくり実行組合
［ 三重県伊賀市（上野市）］

13 23 23 23松平地区まちづくり協議会
［ 愛知県豊田市］

株式会社サンシャイン春日
［ 岐阜県揖斐川町（春日村）］

ロマンの里・切原21
活性化委員会
［ 三重県南伊勢町（南勢町）］

14 24 24 24山岡のおばあちゃん市
［ 岐阜県恵那市（山岡町）］

豊川市市田農事組合
［ 愛知県豊川市 ］

藤原町古田区
［ 三重県いなべ市（藤原町）］

15 25 25 25小川区
［ 岐阜県郡上市（明宝村）］

ネットワークいなば
［ 愛知県愛西市（佐屋町）］

山村施設管理組合
［ 三重県御浜町 ］

16 26 26 26うきさとむら運営協議会
［ 三重県松阪市 ］

馬瀬村農事改良組合長会議
［ 岐阜県下呂市 ］

SWRしんしろ
［ 愛知県新城市 ］

17 27 27 27桂区
［ 岐阜県揖斐川町 ］

岡崎駒立ぶどう狩り組合
［ 愛知県岡崎市 ］

種生区活性化計画
推進委員会
［ 三重県伊賀市 ］

18 28 28 28美佐野地区
［ 岐阜県御嵩町 ］

連谷校区
［ 愛知県新城市 ］

五ヶ所湾きらり
ふれあいの会
［ 三重県南伊勢町 ］

19 29 29 29
有限会社
玉城アクトファーム
［ 三重県玉城町 ］

有限会社廿原ええのお
［ 岐阜県多治見市 ］

知多市佐布里区
［ 愛知県知多市 ］

20 30 30 30美里フラワービレッジ
［ 三重県津市 ］

滝町棚田保存会
［ 岐阜県高山市 ］

一宮市女性農業者会議
九日市場グループ
［ 愛知県一宮市 ］

21 31 31 31かみのほゆず生産組合
［ 岐阜県関市 ］

豊田市羽布集落
［ 愛知県豊田市 ］

ＮＰＯ法人天満浦百人会
［ 三重県尾鷲市 ］

団体名［市町村名（※※）］
三賞名※
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農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名］ 図

番号
図
番号団体名［市町村名］

東海農政局長賞

輪之内本戸土地改良組合
［ 岐阜県輪之内町 ］

年度

22

23

24

25

26

27

28

32

しおやもも同好会
［ 岐阜県高山市 ］

市之枝地域づくり
ネットワーク協議会
［ 岐阜県羽島市 ］

農事組合法人あびろみ
［ 岐阜県中津川市 ］

32

33 33 33

3434

3535 35

36 36 36

37 37

38 38

榎前町内会
［ 愛知県安城市 ］

谷ノ口総合整備促進協議会
［ 愛知県田原市 ］

野原村元気づくり協議
［ 三重県大紀町 ］

田光資源と環境を守る会
［ 三重県菰野町 ］

尾呂志地区活性化プラン
推進委員会
［ 三重県御浜町 ］

波瀬むらづくり協議会
［ 三重県松阪市 ］

内閣総理大臣賞

日本農林漁業振興会会長賞

日本農林漁業振興会会長賞

日本農林漁業振興会会長賞

株式会社佐見とうふ豆の力
［ 岐阜県白川町 ］

瀬戸地域アグリカルチャー
推進協議会
［ 愛知県瀬戸市 ］

宮地集落
［ 岐阜県郡上市 ］

柿とバラの町
農地・水・環境保全組織
［ 岐阜県大野町 ］

下河内の里山を守る会
［ 三重県紀北町 ］

竹原農地･水･環境保全会
［ 岐阜県下呂市 ］

株式会社権現前営農組合
［ 三重県松阪市 ］

29 39 39上ノ村環境保全プロジェクト
［ 三重県津市 ］

農事組合法人大野瀬温
［ 愛知県豊田市 ］

横輪町活性化委員会
［ 三重県伊勢市 ］

農事組合法人
伊熊営農クラブ
［ 愛知県豊田市 ］

30 40 40 40特定非営利活動法人ゆうきハートネット
［ 岐阜県白川町 ］

大紀町地域活性化協議会
［ 三重県大紀町 ］

勝田大地の絆会
［ 三重県玉城町 ］

令
和
元

41 41 41加子母むらづくり協議会
［ 岐阜県中津川市 ］

特定非営利活動法人
祓川環境美化推進協議会
［ 三重県明和町 ］

農事組合法人
飛雪の滝百姓塾
［ 三重県紀宝町 ］

2 42 42多治見三郷活性協議会
［ 岐阜県多治見市 ］

時まちづくり活動推進
実行委員会
［ 岐阜県大垣市 ］

3 43 43
めぐみの農業協同組合
ほらどキウイフルーツ生産部会
［ 岐阜県関市 ］

梅原地域ふる里活性化
協議会
［ 岐阜県山県市 ］

4 44 44
農事組合法人
ひじきファーム
［ 三重県伊賀市 ］

鞍掛山麓千枚田保存会
［ 愛知県新城市 ］

5 45 45 45一般社団法人押井営農組合
［ 愛知県豊田市（旭町）］

飛騨産直市そやな
［ 岐阜県飛騨市 ］

農事組合法人
キタコマツファーム
［ 三重県四日市市 ］

6 46 46 46東地区集楽環境保全会
［ 岐阜県下呂市 ］

株式会社七転八倒
［ 三重県伊賀市 ］

7 47 47

32

33

33

34

35

35

36

37

39

40

40

41

41

42

43

44

45

45
46

46

47

西山の棚田振興協議会
［ 三重県伊賀市 ］

団体名［市町村名］
三賞名※

受賞団体の位置図

岐阜県

三重県

愛知県

1
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3

4
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9

9

1
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47
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7 10 12 22 23

36

岐阜県
県区分 受賞区分

農林水産大臣賞
東海農政局長賞

愛知県
三重県

天皇杯
内閣総理大臣賞
日本農林漁業振興会会長賞

紫

黒

凡例
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農林水産大臣賞
図
番号 団体名［市町村名］ 図

番号
図
番号団体名［市町村名］

東海農政局長賞

輪之内本戸土地改良組合
［ 岐阜県輪之内町 ］

年度

22

23

24

25

26

27

28

32

しおやもも同好会
［ 岐阜県高山市 ］

市之枝地域づくり
ネットワーク協議会
［ 岐阜県羽島市 ］

農事組合法人あびろみ
［ 岐阜県中津川市 ］

32

33 33 33

3434

3535 35

36 36 36

37 37

38 38

榎前町内会
［ 愛知県安城市 ］

谷ノ口総合整備促進協議会
［ 愛知県田原市 ］

野原村元気づくり協議
［ 三重県大紀町 ］

田光資源と環境を守る会
［ 三重県菰野町 ］

尾呂志地区活性化プラン
推進委員会
［ 三重県御浜町 ］

波瀬むらづくり協議会
［ 三重県松阪市 ］

内閣総理大臣賞

日本農林漁業振興会会長賞

日本農林漁業振興会会長賞

日本農林漁業振興会会長賞

株式会社佐見とうふ豆の力
［ 岐阜県白川町 ］

瀬戸地域アグリカルチャー
推進協議会
［ 愛知県瀬戸市 ］

宮地集落
［ 岐阜県郡上市 ］

柿とバラの町
農地・水・環境保全組織
［ 岐阜県大野町 ］

下河内の里山を守る会
［ 三重県紀北町 ］

竹原農地･水･環境保全会
［ 岐阜県下呂市 ］

株式会社権現前営農組合
［ 三重県松阪市 ］

29 39 39上ノ村環境保全プロジェクト
［ 三重県津市 ］

農事組合法人大野瀬温
［ 愛知県豊田市 ］

横輪町活性化委員会
［ 三重県伊勢市 ］

農事組合法人
伊熊営農クラブ
［ 愛知県豊田市 ］

30 40 40 40特定非営利活動法人ゆうきハートネット
［ 岐阜県白川町 ］

大紀町地域活性化協議会
［ 三重県大紀町 ］

勝田大地の絆会
［ 三重県玉城町 ］

令
和
元

41 41 41加子母むらづくり協議会
［ 岐阜県中津川市 ］

特定非営利活動法人
祓川環境美化推進協議会
［ 三重県明和町 ］

農事組合法人
飛雪の滝百姓塾
［ 三重県紀宝町 ］

2 42 42多治見三郷活性協議会
［ 岐阜県多治見市 ］

時まちづくり活動推進
実行委員会
［ 岐阜県大垣市 ］

3 43 43
めぐみの農業協同組合
ほらどキウイフルーツ生産部会
［ 岐阜県関市 ］

梅原地域ふる里活性化
協議会
［ 岐阜県山県市 ］

4 44 44
農事組合法人
ひじきファーム
［ 三重県伊賀市 ］

鞍掛山麓千枚田保存会
［ 愛知県新城市 ］

5 45 45 45一般社団法人押井営農組合
［ 愛知県豊田市（旭町）］

飛騨産直市そやな
［ 岐阜県飛騨市 ］

農事組合法人
キタコマツファーム
［ 三重県四日市市 ］

6 46 46 46東地区集楽環境保全会
［ 岐阜県下呂市 ］

株式会社七転八倒
［ 三重県伊賀市 ］

7 47 47
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41
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47

西山の棚田振興協議会
［ 三重県伊賀市 ］

団体名［市町村名］
三賞名※

受賞団体の位置図
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岐阜県
県区分 受賞区分

農林水産大臣賞
東海農政局長賞

愛知県
三重県

天皇杯
内閣総理大臣賞
日本農林漁業振興会会長賞

紫

黒

凡例


